
Ｎｏ．２４３ 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を甞り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖 かい家庭と村をつくります。
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第 ２ 回
佐 井 村 健 康づく り

フ ェ ス テ ィ バ ル

１０月１０日 佐井小学校

▼

主

な

内

容

▼

２
～
３

昭
和
６３
年
度
決
算

４
～
５

む
ら
の
話
題

６
～
７

カ
メ
ラ
ル
ポ

８
？
９

活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
名
称
募
集

１０
～
一
１１

教
育
だ
よ
り

１２
～
１５

保
健
婦
だ
よ
り

１６
～
１７

交
母
だ
よ
り

１８

税
務
だ
よ
り

１９

歳
時
記

２０

戸
籍
の
窓
口



２３億１，１３０万円のつかいみち

昭和６３年度村。家 計簿 。公 表

主 な 事 業

○ （仮称）むらおこし活性化

センター整備事業…………………１０７，００６
０ 防災無線放送施設改修等事業………３，３５０

０ ごみ焼却炉改修事業…………………６，３６２

０ 小規模治山事業 ……………………１４，０９２

０ 林産集落振興対策事業………………８，９２７

０ ヒバ油抽出作業所整備事業…………２，５３６

０ 拡大造林事業…………………………４，３３５

０ 出荷資材保管施設整備（補助金）１３，６５４

０ 並型魚礁設置事業……………………６，８８５

０ 導船溝消波施設整備事業…………１４，５７０

０ 長後・福浦漁港改修………………１９０，０００

０ 原田漁港海岸保全施設整備事業…３０，０００

０ 漁港負担金…………………………３８，７００

０ 仏ヶ浦園地整備事業…………………３，０４３

０古佐井奥薬研線整備事業…………４３，１１７

０福浦川目線整備事業………………３５，０００

０古佐井山線災害防止事業……………９，６００

０川磯線災害防止事業…………………５，０００

０県道整備負担金……………………２０，６７０

０急傾斜地対策負担金…………………３，４００

０ 防火水槽 （２基）……………………８，４６８

０ 消防広報車購入………………………２，３６５

０ 佐井小学校屋内運動場増改築事業

‥‥‥‥‥１９１，３８０
０ 佐井小学校屋外運動場用地造成事業

…………６０，７９８
０ 佐井小学校屋外運動場照明施設整備事業

……………５，３６９
０ 長後小学校，原田小学校校舎改修事業

……………７，１４０



昭
和
六

士

二
年
度
の

決
算
が
九
月
定

例
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
の
納
め
た
税
金
や
国
か

ら
の
交
付
金

な
ど

が
ど
の
く

ら
い
入
り
、

ど
の
よ
う

に
使
わ
れ

て
い

る
か

お
知

ら
せ
し

ま
す
。

〔
総

括
一

六
十
三
年

度
決
算

は
、
歳
入
（
村

に
入
っ

た
お
金
）
の

総
額

で
、
二

三

億
七
七

〇
七
万

円
、
歳

出

（
村

が
使
っ

た
お
金
）
の

総
額

は
、
二

三

億
一

二

二
〇
万

円
で
歳

入
か
ら

歳
出
を
差

し
引

く
と
六
五
七

八
万

円

の
黒
字

と
な
り
ま
し

た
。

こ
れ
を
前
年

度
と
比

べ
る
と
歳

入
総
額
で
二
億

九
二
二
〇
万
円

の

増
、
伸
率
四

・
四
％

増
、

歳
出
総

額
で
二
億

八
六

〇
七
万
円

の
増
、

伸

率
二
・
三
％

増
と

な
り

、
歳
入

歳
出
と

も
前
年

度
を
上
回

り
ま
し

た
。
こ
の
伸

び
た
大
き
な
要
因

は
、

歳
入
面
で

は
地
方
交
付
税

の
伸

び

と
減
債
基

金
か

ら
の
繰
入

金
の
増

等
に

よ
り

ま
た
、
歳
出
面
で

は
（
仮

称
）

む
ら
お
こ
し
活

性
化

セ

ン
タ

ー
整
備
事

業
等
単
独

事
業
の
増

に

よ

る
も
の
で
す

。

〔
歳

入
〕

歳
入

に
占
め

る
主

な
内
訳

は
、

地
方
交
付

税

が

コ

億
六
三
七
六

万
円
で

歳
入
総
額

の
四
九
・
〇

％
を
占
め
、
次

い
で
村
債
四
億
三

三
〇
〇
万
円
で
一
八

・
二
％
、
国
庫
支
出
金

二
億
三
四
二
八
万
円
、
九

・
八
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
が
納
め
た
村
民

税
や
固
定
資
産
税
等
の
村
税
は
一

億
七
八
〇
二
万
円
で
、
歳
入
に
占

め
る
割
合
は
七
・
五
％
で
す
。

ま
た
、
村
税
や
財
産
収
入
等
の

自
主
財
源
は
一
五
・
六
％
、
地
方

交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
、
村
債

等
の
依
存
財
源
は
八
四
・
四
％
と

な
っ
て
お
り

、
村
の
台
所

の
大
部

分

は
こ
れ

ら
の
依

存
財
源

で
賄
っ

て

い
ま
す
。

【
歳

出
】

歳
出
の
主

な
内
訳

は
、

農
林
水

産

業
費

が
四
億

ご
二

七
六
万

円
で

一
八
・
六
％

、
次

い
で
教
育
費
四
億

二
（

〇
三
万
円

で
一
八

・
〇
％

、

総
務
費
四
億
九

五
八
万
円

、
七
・

七
％

の
順

と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
対

前
年
度
伸

率
で
み

る

と
、
諸
支
出
金

が
六
九
・
九
％

増
、

次

い
で
総

務
費
四
九

・
一
％

増

、

労

働
費
二

六
・
五
％

増
と
な
っ

て

お
り
、
公

債
費
は
約

四
〇
〇
〇
万

円

の

繰
上

償
還
に

よ
り
二

〇
・
二

％

増

と
な
り
ま
し

た
。

村民１人当り６０６，１６２円使われか

（目的別歳出の内訳）

総 務 費

１０７，４１８円

民 生 費

２８，４００円

衛 生 費

３７，７１０円

農林水産業費

１１３，２３３円

土 木 費

３５，２０８円

消 防 費

２７，０５２円

教 育 費

１０９，１０７円

公 債 費

８８，６７１円

議 会 費

労 慟 費

商 工 費

諸 支 出 金

そ の 他

５９，３６３円



むらの情報を広く掲載いた

します
Ｏ

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください
Ｏ

第
八
回

下
北
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

佐
＃

Ｂ
チ

ー
ム

（
福
浦
ぬ

い
ど
う
ク
ラ
ブ
）
が
念
願
の
初
優
勝

佐
＃

Ａ
チ
ー
ム
（
寿
会
）
は
惜
し
く
も
準
優
勝

十
月
四
日
、
雲
り
空
の
肌
寒

い
天
候
の
中
、
郡
内
か
ら
十
九

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
下
北
郡
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
む
つ
運
動

公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。佐

井
村
か
ら
は
、
前
月
の
村

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
三
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
大
活
躍
。
予
選
リ

ー
グ
四
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
勝
ち
進

ん
だ
ハ
チ
ー
ム
の
中
に
、
ニ
チ

ー
ム
が
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て

決
勝
戦
に
は
、
村
の
大
会
と
同

じ
く
、
ぬ
い
ど
う
ク
ラ
ブ
と
寿

会
が
勝
ち
進
み
、
佐
井
村
ど
う

し
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

僅
差
で
ぬ
い
ど
う
ク
ラ
ブ
が
寿

会
を
振
り
切
り
、
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

今
や
郡
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

で
は
、
卜

弋
フ
レ
ペ
ル
に
あ
る

ぬ
い
ど
う
ク
ラ
ブ
、
寿
会
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
、
努
力
の

結
果
が
、
今
回
の
快
挙
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

＝

出

場

選

手

の

み

な

さ

ん

＝

（
佐

＃

Ａ

）

里
一
沢

剛

、

中

村

清

三

、

下

牧

か

の

、

大

畑

綱

吉

、

佐

賀

勝

雄

、

能

登

常

市

竹

本

み

さ

（
佐

＃

Ｂ

）

田

中

弥

左

工

門

、

田

中

長

次

郎

、

越

膳

玉

太

郎

田

中

太

吉

、

田

中

勝

之

助

（
佐

＃

Ｃ

）

内

藤

福

次

郎

、

内

藤

保

、

内

藤

武

、

田

中

正

七

、

田

中

悛

二

越

膳

龍

吉

▲福浦ぬいどうクラブ

▲寿会

川

内

Ｃ

脇
野

沢
Ｂ

佐

＃

Ａ

大

畑

Ｂ

大

畑

Ｃ

東

通

Ａ

佐

＃

Ｂ

大

間

Ｃ

漸

漸

簒

奪

⑥

⑩

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
拉
で
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
机
る
み
な

さ
ん
、
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ぺ
上

ン
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
膜
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事

故

見

舞

金

制

度

で

大

き

な

安

心

を

事
故
見
舞
金
制
度
と
は
、
出

稼
労
働
者
お
よ
び
留
守
家
族
の

し
あ
わ
せ
の
た
め
に
、
県
と
市

町
村

が
つ
く
っ
た
出
稼
協
会
で

行
な
う
互
助
制
度
で
す
。

出
稼
ぎ
し
て
い
る
方
や
こ
れ

か
ら
出
稼
ぎ
し
よ
う
と
す
る
方

は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
し
た
方
は
、
出
稼
中
い

つ
、
ど
こ
で
災
害
に
あ
っ
て
も

見
舞
金

が
う
け
ら
れ
ま
す
。

掛
金
は
、
村
で
負
担
し
ま
す

の
で
無
届
で
就
労
さ
れ
て

い
る

方
、
こ
れ
か
ら
出
稼

ぎ
す
る
方

は
、
就
労
先
を
役
場

（
民
生
相

談
課
・
住
民
係
）
へ
お
知
ら
せ

く
だ

さ
い
。

４見舞金早見表Ｓ１

み

な
さ
ん
の

財
産

２
雇
用
保
険
”
を
正
し
く

理
解
し
ま
し
ょ
う

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失

業
し
た
場
合
の
生
活
の
一
助
と

な
り
、
ま
た
次
の
就
職
を
容
易

に
し
ま
す
。

お
金
は
労
働
者
と
事
芋
王
の



村
制
施
行
百
周
年
記
念

第
八

回

ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル

大

会

優
勝
は
福
浦
ぬ
い
ど
う
ク
ラ
ブ

九
月
二
十
五
日
、
佐
井
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
村
内

の
お
年
寄
り
百
人
あ
ま
り
が
参

加
し
て
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
か
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
強
豪
の
寿
会
か

亘
ニ
チ
ー
ム
、
福
浦
ぬ
い
ど
う

ク
ラ
ブ
か
ら
三
チ
ー
ム
、
最
近

め
き
め
き
力
を
つ
け
た
原
田
八

兵
衛
ク
ラ
ブ
か
ら
ニ
チ
ー
ム
、

磯
谷
白
寿
会
、
牛
滝
明
り
会
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
チ
ー
ム
、
そ
し

て
今
大
会
初
参
加
、
新
進
気
鎧

の
川
目
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
か
ら

一
チ
ー
ム
の
計
十
一
チ
ー
ム
が

参
加
。
郡
予
選
出
場
を
か
け
て
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
応
援
団
の
声
援
が

飛
び
か
う
中
、
順
調
に
進
め
ら

れ
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮

し
た
、
ぬ
い
ど
う
Ｂ
チ
ー
ム
が

優
勝
。
二
位
に
寿
会
Ａ
チ
ー
ム
、

三
位
に
ぬ
い
ど
う
Ａ
チ
ー
ム
が

そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

老
人
の
つ
ど
い
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

十
月
十
八
日
、
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
で
、
各
地
区

か
ら
二
百

人
が
集
ま
り
「
老
人
の
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
佐
井
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会

が
主
催
す
る
も
の
で

今
年
で
十
六
回
目
に
な
り
ま
す
。

宮
野
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
県
知
事
顕
彰
の
伝
達
、
佐
井

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
特
に
長
い
間
、

老
人
の
つ
ど
い
参
加
者
に
、
健

康
飲
料
を
贈
り
続
け
た
、
佐
井

診
療
所
の
新
井
先
生
も
表
彰
の

栄
を
う
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
来
賓
の
方
々
か
ら

祝
辞
を
も
ら
っ
た
あ
と
、
老
人

福
祉
施
設
の
充
実
に
関
す
る
決

議
が
行
わ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ

た
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
二
百
名

の
、
万
雷
の
拍
手
に
よ
っ
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
八
戸
市
か

ら
お
な
じ
み
の
「
お
と
み
会
」

と
漫
談
の
「
津
軽
圭
助
」
さ
ん

に
よ
る
民
謡
、
歌
謡
曲
、
手
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
拍
手

や
笑
い
声
が
広
が
り
ま
し
た
。

中
で
も
「
岸
壁
の
母
」
に
は
涙

を
流
し
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の

楽
し
い
雰
囲
気
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

▼
表
彰
を
う
け
た
み
な
さ
ん

○
青
森
県
知
事
顕
彰
（
九
〇
歳
）

奈

良

き

さ

さ
ん

○
佐
井
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

感
謝
状

（
寿
会
）
里一
沢

剛
さ
ん
、

鹿
島
惣
次
郎
さ
ん
、
若
山
千

代
蔵
さ
ん
、
宮
野
み
ん
さ
ん
、

宮
川
も
と
さ
ん

尺

兵
衛
ク
ラ
ブ
）
松
本
き

よ
さ
ん
、
鹿
島
と
よ
さ
ん
、

木
部
文
八
さ
ん

（
白
寿
会
）
新
田
清
右
工
門

さ
ん
、
磯
川
ち
よ
さ
ん

（
ぬ
い
ど
う
ク
ラ
ブ
）
田
中
長

次
郎
さ
ん
、
越
膳
龍
吉
さ
ん

（
明
り
会
）
山
本
か
ほ
る
さ

ん
、
坂
井
カ
チ
エ
さ
ん

保
険
料
、
そ
し
て
み
な
さ
ん
の

貴
重
な
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
働
い
て
い
る
間
は
、

保
険
は
も
ら
え
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
事
実
を
隠
し
た

ま
ま
支
給
を
受
け
る
と
い
う
、

正
し
く
な
い
や
り
方
を
し
て
い

る
人
が
、
い
ま
だ
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
く
こ

と
は
、
み
な
さ
ん
の
こ
と
を
考

え
て
作
ら
れ
た
雇
用
保
険
制
度

の
運
営
を
、
健
全
で
な
い
も
の

に
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
今
年
も
十
一
月
一
日
か

ら
来
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で

を
「
雇
用
保
険
不
正
受
給
防
止

啓
発
期
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

雇
用
保
険
を
正
し
く
受
給
で
き

る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

「
雇
用
保
険
ク
リ
ー
ン
な
受
給

で
さ
わ
や
か
求
職
を
！
」

む
つ
公
共
職
業
安
定
所

青森県最低賃金が

改正されました

卜・改正内容

最低賃金額

１日 ３，５６５円

賃金の大部分が時間

によって定められてい

る者（時間給者）につ

いては

１時間 ４４６円

Ｓ・・照会、相談は～

青森労働基準局

２５０１７７（３４）４１１１

むっ労働基準監督署

≫（２２）３１３６

▼一牛懸命プレーするみなさん▼老人のつどい



第２回 健康づくり

フェスティバル

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン

事
業
「
第
二
回
佐
井
村
健
康
づ

く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
十

月
十
日
「
体
育
の
日
」
に
佐
井

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
村
制
施
行
百
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
会
場

に
は
管
内
九
地
区
か
ら
千
余
名

の
人
々
が
集
い
、
保
健
衛
生
、

保
健
体
育
両
部
門
で
は
、
歓
声

が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

開
会
式
は
、
佐
井
村
助
役
の

開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
大
会
長

の
村
長
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

優
良
家
庭
表
彰
（
大
畑
勝
義
さ

ん
外
六
名
）
、
並
び
に
国
民
健

康
保
険
小
・
中
学
生
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
特
別
賞
表
彰
（
佐
井
中

学
校
二
年
宮
川
尚
美
さ
ん
外
二

名
）
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
関
心

の
強
さ
を
示
す
か
の
よ
う
に
、

保
健
衛
生
部
門
の
健
康
チ
エ
″

ク
、
検
査
、
栄
養
等
の
各
コ
ー

ナ
ー
に
は
来
場
者
が
長
蛇
の
列

を
つ
く
り
盛
況
で
し
た
。

保
健
体
育
部
門
で
は
、
ゆ
っ

く
り
走
ろ
う
千
メ
ー
ト
ル
コ
ー

ス
、
記
録
に
挑
戦
コ
ー
ス
（
三

百
、
六
百
、
八
百
、
千
、
千
五

百
、
二
千
メ
ー
ト
ル
）
に
五
百

余
名
が
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
の
国
道
三
三
八
号
線
を

全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

村
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業

と
し
て
行
わ
れ
た
駅
伝
大
会
に

は
、
少
年
の
部
に
七
チ
ー
ム
、

一
般
の
部
に
四
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
時
に
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
か
ら

ミ
ル
ク
け
ん
ち
ん
汁
の
差
し
入

れ
が
あ
り
、
子
供
達
に
と
て
も

お
い
し
い
と
評
判
で
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
各
種
目
の
一

位
か
ら
三
位
ま
で
の
入
賞
者
に

金
、
銀
、
銅
の
豪
華
な
メ
ダ
ル

が
贈
ら
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
者
お
よ
び
駅
伝

入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で

す
。

秋

の

季

節

保

育

所

九
月
十
八
日
か
ら
一
ヶ
月
間

に
わ
た
り
、
原
田
、
矢
越
、
磯

谷
、
福
浦
、
牛
滝
の
五
地
区
で

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
季
節
保
育
所
が
開
か
れ
ま

し
た
。

い
つ
も
は
や
ん
ち
ゃ
な
子
ど

も
た
ち
も
、
毎
日
の
集
団
生
活

を
通
じ
、
歌
や
お
ゆ
う
ぎ
、
お

絵
か
き
、
遠
足
と
楽
し
い
日
々

を
過
ご
し
、
み
ん
な
仲
よ
し
の

よ
い
子
に
な
り
ま
し
た
。

▲矢越地区 ▲原田地区



▼
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭

古
佐
井

大
畑
勝
義
さ
ん

坂
本
敏
春
さ
ん

松
田
遵
吉
さ
ん

大
佐
井

東
出
藤
雄
さ
ん

宮
川
勇
二
さ
ん

山
崎

潔
さ
ん

矢
越

横
浜
正
次
郎
さ
ん

▼
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞

習
字
の
部

佐
井
中
学
校

二
年

宮
川
尚
美
さ
ん

標
語
の
部

佐
井
中
学
校

二
年

奥
本
順
子
さ
ん

ポ
ス
タ
ー
の
部
佐
井
中
学
校

二
年

鹿
島
鉄
矢
く
ん

▼
駅
伝
競
争
入
賞
チ
ー
ム

少
年
の
部

一
位一

大
佐
＃
Ｂ
チ
ー
ム

ニ
位

ジ
ョ
イ
ナ
ー
原
田

チ
ー
ム

三
位

古
佐
＃
Ａ
チ
ー
ム

一
般
の
部

一
位

中
道
ひ
ょ
う
き
ん

族
チ
ー
ム

ニ
位

下
北
信
用
金
庫
チ

ー
ム

三
位

佐
井
村
役
場
チ
ー

ム

▲牛滝地区 ▲福浦地区 ▲磯谷地区



活

性

化

セ

ン

タ

ー

施

設

名

称

募

集

あ

な

た

が

名

付

け

親

に

な

り

ま

せ

ん

か

／

村
で
は
佐
井
漁
港
の
埋
め
立
て
地
に
建
設
中
の
現
在
、
仮

の
名
前
の
「
む
ら
お
こ
し
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
の
正
式
な
名

前
を
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

村
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、

現
在
佐
井
漁
港
埋
め
立
て
地
に

観
光
物
産
施
設
を
建
設
中
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
観
光
物
産
等
の

Ｐ
Ｒ
や
展
示
販
売
、
木
工
等
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
歴
史
資
料
展

示
と
村
民
が
利
用
す
る
多
目
的

ホ
ー
ル
や
和
室
な
ど
の
施
設
の

ほ
か
津
軽
海
峡
を
一
面
に
見
わ

た
せ
る
展
望
室
や
食
堂
、
喫
茶

を
備
え
た
村
の
活
性
化
の
拠
点

と
な
る
施
設
で
す
。
現
在
、
建

物
に
正
式
な
名
前
が
つ
い
て
い

な
い
の
で
、
こ
の
建
物
に
ふ
さ

わ
し
い
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。応

募
方
法
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

趣

意

書

佐
井
村
名
誉
村
民

故
「
三
上
剛
太
郎
翁
」

胸
像
建
立
費
の
募
金
に
つ
い
て

・
佐
井
村
村
制
施
行
百
周
年
記

念
事
業
協
賛
会
で
は
、
去

る
十

月
十
三
日
の
臨
時
総
会
で
「
三

上
剛
太
郎
翁
胸
像
建
立
費
」
を
、

村
民
か
ら
募
金
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

・
こ
の
事
業
案
は
、
は
じ
め
に

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
多

く
の

識
者

や
有
志

か
ら
、
「
名
誉
村

民
と
し
て
推
戴
し
て
い
る
以
上

自
主
的
な
拠
金
に
よ
り
建
立
す

る
こ
と
が
、
自
ら
も
百
周
年
記

念
事
業
に
参
加
す
る
意
識
と
精

神
が
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
を
尊
重
し
た
結
果

で
す
。

・
仁
愛
の
精
神
と
求
道
の
生
涯

を
実
践
し
た
、
三
上
翁
の
在
り

し

日

の

ご

風

貌

を

、

胸

像

忙

よ

っ

て

具

象

化

し

、

村

民

の

シ

ン

ボ

ル

と

し

て

、

長

く

敬

慕

の

念

を

高

め

た

い

と

い

う

、

こ

の

趣

旨

に

、

村

民

の

皆

様

の

深

い

ご

賛

同

と

、

広

い

ご

拠

金

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

〔

建

立

場

所

〕

現

在

建

設

中

の

（
仮

称

）

む

ら

お

こ

し

活

性

化

セ

ン

タ

ー

内

。

・

・

＠
・

ゆ

▼

募

金

額

は

、

一

世

帯

千

円

を

上

限

と

い

た

し

ま

す

。

後

日

行

政

連

絡

員

、

補

助

員

の

み

な

さ

ん

が

、

募

金

の

お

願

い

に

ま

い

り

ま

す

か

ら

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

〔
略
歴
・
功
績
〕

八
代
剛
太
郎
は
、
明
治
二
年

十
一
月
十
五
日
、
子
恵
の
長
男

と
し
て
佐
井
村
に
生
ま
れ
、
十

五
歳
の
と
き
父
に
伴
な
わ
れ
上

京
、
錦
城
中
学
校
に
入
学
、
か

た
わ
ら
ド
イ
ツ
語
学
校
へ
通
っ

た
。
読
売
新
聞
社
の
記
者
を
し

た
あ
と
、
明
治
二
十
八
年
、
当

時
の
東
京
医
専
に
入
学
、
六
月

医
術
開
業
免
許

（
医
籍
登
録
第

八
三

八
三
号
）
を
下
附
さ
れ
た
。

明
治
三
十
一
年
一
月
か
ら
三
月

ま
で
、
東
京
伝
染
病
研
究
所
で

細

菌

学
を

研

究
、
同

三

十

七

年

一

月

か

ら
三

月

ま

で

は
、
北

里

研

究

所

で

結

核

病

を

専

攻

し

て

い

る

。

明

治

三

十

八

年

一

月

、

日

露

戦

に

陸

軍

三

等

軍

医

（
少

慰

相

当

官

）

と

し

て

出

征

、

第

八

師

団

衛

生

隊

付

と

な

っ

た

。

明

治

三

十

九

年

四

月

一

日

、

日

露

戦

役

（
黒

溝

台

激

戦

）

の

功

に

よ

り

勲

六

等

単

光

旭

日

章

、

功

五

級

金

鵄

勲

章

を

受

け

、

明

治

四

五

年

四

月

退

役

し

た

。

大

正

四

年

四

月

、

佐

井

村

に

帰

り

開

業

、

村

医

と

し

て

村

の

保

健

衛

生

、

伝
染
病
の
予
防
な
ど
に
専
ら
つ

と
め
た
。
昭
和
三
十
一
年
九
月
、

米
寿
を
記
念
し
て
佐
井
小
学
校

と
佐
井
中
学
校
へ
、
図
書
費
十

万
円
を
寄
附
、
学
校
で
は
三
上

文
庫
を
創
設
し
て
い
る
。
昭
和

三
十
二
年
紺
綬
褒
章
同
三
十
五

年
保
健
衛
生
功
労
者
と
し
て
県

褒
章
を
受
け
た
。
昭
和
三
十
七

年
一
月
三
十
一
日
、
村
議
会
か

ら
名
誉
村
民
の
称
号
を
受
け
村

民
か
ら
尊
敬
さ
れ
た
。

（
佐
井
村
誌
よ
り
）



○
官
製
は
が
き
に

①
建
物
の
名
前
「
○
○
○
」

②
そ
の
名
前
を
付
け
た
訳

１
③
あ
な
た
の
住
所

④
あ
な
た
の
氏
名
・
年
齢

③
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
の
締
切
日

平
成
元
年
十
一
月
三
十
日

○
応

募

先
佐
井
村
役
場
総
務
課

○
優
秀
作
品
へ
の
賞
金

特
選
者

一
名

二
万
円

準
特
選
者

一
名

一
万
円

食
堂
の
入
店
者
を
募
集
し
ま
す

現
在
、
佐
井
漁
港
埋
立
地
に

建
設
中
の
（
仮
称
）

む
ら
お
こ

し
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
一
部
に

（
二

階
）
、
食
堂
・
喫
茶
店

の

人
店
者
を
募
集
し
、
そ
の
方
々

を
決
定
し
ま
し
た
が
、
事
情
が

あ
っ
て
辞
退
し
た
方
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
軽
食
堂
の
入
店
者

を
追
加
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
次
に
よ
り
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
店
舗

軽
食
堂
三
七
・

八
㎡
（
カ
ウ
ン
タ
ー
あ
り
、

厨
房
含
む
）

▼
条

件

①
佐
井
村
に
住
居
を
有
す
る

者
、
ま
た
は
佐
井
村
出
身
者

で
帰
村
し
て
営
業
希
望
が
あ

り
、
免
許
（
許
可
）
を
有
す

る
者
。

②
内
装
工
事
、
厨
房
器
具
、

（
食
器
・
鍋
釜
類
除
く
）
、

机
、
い
す
、
冷
暖
房
器
具
は

村
で
準
備
し
ま
す
。

▼
テ
ナ
ン
ト
料
金

売
上
金
額
の
１０
％

と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
電
気
・
ガ
ス

・
燃
油
・
水
道
料
金
は
入
店

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
み
方
法

次
の
様
式

に
よ
り
、
九

月

一

Φ
一
一
一

十
日
（
金
）

ま
で
、
佐
井
村

商
工
会
に
申
し
込

ん
で
く
だ

食

堂

入
店
申

込

書

次
の
と
お
り
食
堂
の
入
店
を
申
し
込
み
ま
す
。

平
成
元
年

月

日

佐
井
村
長

東
出

昇
殿

申
込
書

住
所

印

代
理
人

住
所

印

▼
備
品
等
の
更
新

厨
房
器
具
・
机
・
い
す
・
冷

暖
房
器
具
等
、
村
で
負
担
し

た
も
の
で
、
耐
用
年
数
に
よ

り
更
新
す
る
場
合
は
、
入
店

者
の
負
担
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先

役
場
総
務
課
ま
で

？

二
八

－

二
一
一
一

１階平面図

２階平面図

屋上平面図

二 卜 施 設 の 概 要

Ｏ建物総面積、約４，０００ｍ２（１，２００坪）

①ラブリーさいマートコーナー（テナント）

・村の特産品等 の展示販売

②ＰＲ広場コーナー し

・村の自然美や観光の見所、生活の営みなど四季

」こ分けてビデオスクリーンで広く観光客等に紹

介ＰＲ

③下北工芸スクールコーナー

＼・木工品等 の加工組立など実際に体験してもらう

コーナー

④多目的ホール ー

・結婚式や集会、イベント、都市交流の場など村

民の利用を主に多目的に活用できる施設

⑤海峡ミュージアムコーナー

・村の歩んできた歴史を、写真や民具品などで紹

介

⑥食堂、喫茶コーナー（テナント）

・食事と憩いの場

⑦展望室コーナー ト

・全面の津軽海峡を一面に見わたせる絶景を観賞



赦
育
だ
よ
う

「

流

行

語

に

思

う

」

原
田
小
学
校
校
長

舘

明

現
代
の
若
者
達
は
、
横
文
字

で
新
し
い
言
葉
を
つ
く
り
だ
す

こ
と
に
長
け
て
お
り
、
そ
れ
が

流
行
語
と
な
り
、
そ
し
て
す
ぐ

消
え
て
い
く
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
流
行
語
を
す

べ

て
理
解
す
る
た
め
に
は
大
変
な

努
力

が
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

私
は
理
解
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん

が
、
た
ま
た
ま
最
近
耳
に
し
た

言
葉
で
し
か
も
最
近
知
り
合
っ

た
警
視
庁
の
刑
事
と
の
話
題
に

の
ぼ
っ
た
こ
と
か
ら
「
フ
リ
ー

タ
ー
」
と
言
う
言
葉
を
知
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
考
え
た
こ
と

を
少
し
述

べ
て
み
ま
す
。

「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
は
、
フ

リ
ー
ア
ル

バ
イ

タ
ー
の
略
だ
そ

う
で
す
。

ア
ル
バ
イ

タ
ー
と
は
あ
ま
り

聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、

こ
れ
も
流
行
語
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
職

業
と
す
る
人
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
。

フ
リ
ー
と
は
自
由
と
い
う
意

味
で
す
か
ら
、
定
職
を
も
た
ず

に
転
々
と
ア
ル
バ
イ
ト
先
を
変

え
る
人
を
さ
す
よ
う
で
す
。

先
日
警
視
庁
の
刑
事
と
の
話

の
中
で
、
若
者
に
職
業
を
問
う

と
「
ア
ル
バ
イ
タ
ー
」
と
答
え

る
若
者
が
多
く
な
っ
た
。
責
任

あ
る
仕
事
を
避
け
、
人
間
関
係

を
円
滑
に
す
る
必
要
も
な
く
、

楽
を
し
た
い
若
者
が
増
え
て
き

て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
都
内
を
歩
く
時
よ
く

注
意
し
て
見
る
と
、
ア
ル
バ
イ

ト
の
広
告
が
や
た
ら
目
に
つ
き
、

し
か
も
時
給
一
〇
〇
〇
円
と
い

う
の
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

時
給
と
は
一
時
間
の
ア
ル
バ

イ
ト
料
で
、
時
給
一
〇
〇
〇
円

と
言
う
こ
と
は
、
一
日
八
時
間

働
き
、
一
ヶ
月
に
二
〇
日
働
け

ば
月
給
一
六
万
円
に
な
り
、
大

学
卒
の
初
任
給
と
か
わ
ら
な
い

額
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
ア
ル

バ
イ
ト
だ
か
ら
責
任
あ
る
仕
事

や
む
ず
か
し
い
仕
事
は
し
な
く

て
も
よ
く
、
気
が
む
か
な
け
れ

ば
い
つ
で
も
や
め
る
事
が
で
き

る
の
が
魅
力
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
若
者
達
は
、
生

ま
れ
て
か
ら
大
学
を
卒
業
す
る

ま
で
ど
の
よ
う
な
教
育
（
学
校

・
家
庭
・
社
会
）
を
受
け
育
っ

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て

こ
の
若
者
達
の
今
後
の
生
活
設

計
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
心
配
で
す
。

更
に
こ
れ
か
ら
育
っ
て
い
く

小
・
中
学
生
の
教
育
に
も
目
を

向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
近
大
学
を
卒
業
し
て
、
定

職
に
つ
き
活
躍
し
て
い
る
人
達

で
、
非
行
に
走
ら
ず
、
こ
れ
ま

で
や
っ
て
こ
れ
た
心
の
支
え
と

し
て
次
の
三
つ
を
あ
げ
て
お
り

ま
す
。

匸

家
族
で
自
分
の
将
来
に
つ

佐
井
村
中
央
公
民
館
選

俳

句
石
戸
美
矢
子

ア
イ
ロ
ン
の
手
も
軽
や
か
に
萩

の
花

母
が
居
て
茄
子
漬
美
味
し
今
朝

の
秋

口
切
り
の
味
噌
の
香
匂
う
な
め

こ
汁

土
産
店
銹
れ
落
葉
を
掃
く
女

水
引
き
の
花
活
け
て
あ
る
駐
在

所羽
根
休
め
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
秋

の
蝶

木
村
さ
ち
子

向
合
い
て
銚
子
一
本
秋
の
宵

爽
や
か
や
ま
ば
た
き
も
せ
ず
水

飲
む
子

一
輛
の
電
車
ゆ
っ
く
り
行
く
花

野諍
い
の
止
み
て
忘
る
る
虫
時
雨

身
寄
り
の
み
仏
事
終
え
た
る
夜

の
秋

田
名
部
ヒ
サ

割
る
前
に
と
と
ん
と
西
瓜
叩
く

癖夏
雷
や
看
と
る
ペ
ッ
ト
の
下
に

聴
く

老
鴬
や
藪
に
錆
び
た
る
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー

（
貌
鼻
溪
）

船
頭
の
唄
こ
だ
ま
す
る
青
嶺
か

な啼
く
蝉
に
見
ら
れ
て
浸
る
露
天

風
呂

烏
賊
干
し
て
秋
天
い
よ
よ
定
ま

り
ぬ（

＋
和
田
湖
）

秋
時
雨
虹
架
け
雲
の
足
早
し

乙
女
像
包
む
西
日
や
七
か
ま
ど

奥
入
良
瀬
を
讃
え
て
秋
思
山
の

宿



い
て
し
ば
し
ば
話
題
に
し

励
ま
し
て
く
れ
た
。

一
、
親
に
信
頼
さ
れ
楽
し
い
家

‘

庭
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

匸

友
人
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い

た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
育

つ
子
供
に
つ
い
て
、
家
庭
教
育

社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
指
針
に
な
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

華
や
か
に
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

家
庭
婦
人
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
「
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
青
森
市
の
県
総
合

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

・
親
切
で
明
る
い
郷
土
を
つ
く

ろ
う

・
美
し
い
環
境
を
つ
く
ろ
う

・
み
ん
な
で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ

に
参
加
し
よ
う
の
も
と
で
、

ト
ル
ム
ダ
ン
ス
、
軟
式
庭
球
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
の
四
種

目
の
輪
が
広
げ
ら
れ
、
佐
井
村
で

も
全
種
目
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
は
二
年
目

と
い
う
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

も
抜
群
で
そ
れ
ぞ
れ
大
健
闘
し

ま
し
た
。
た
だ
残
念
だ
っ
た
の

は
朝
か
ら
雨
に
降
ら
れ
ぬ
れ
な

が
ら
の
入
場
行
進
、
グ
ラ
ン
ド

状
態
が
悪
い
な
か
で
の
試
合
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、

も
っ
て
い
る
力
を
十
分
に
発
揮

し
ま
し
た
。

ト
ル
ム
ダ
ン
ス
が
始
ま
る
頃

は
空
も
す
っ
か
り
晴
れ
あ
が
り
、

青
空
の
も
と
で
参
加
者
は
美
へ

の
あ
こ
が
れ
に
限
り
な
い
情
熱

を
体
い
っ
ぱ
い
に
表
現
し
、
そ

し
て
、
最
後
は
全
員
一
丸
と
な

り
大
き
な
輪
の
中
で
一
年
後
の

再
会
を
誓
い
あ
い
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

佐
井
村
参
加
結
果

○
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
第
三
位

○
卓
球
、
第
三
位

○
ゲ
ー
ト

ー
ボ
ー
ル

一
勝
一
敗

○
テ
ニ
ス
、
準
々
決
勝

四
対
コ

惜
敗

尾
花
揺
れ
間
に
間
に
の
ぞ
く
湖

の
紺

栃
の
実
を
拾
い
ま
た
置
く
湖
畔

か
な

毬
の
中
栗
抱
き
合
い
て
落
ち
に

け
り

境
界
は
小
菊
の
桓
根
榧
葺
き
家

川
岸
キ
ヨ
子

月
見
草
な
び
く
野
面
は
黄
の
衣

彷
徨
い
て
輝
き
散
ら
す
黒
揚
羽

空
梅
雨
に
滝
の
白
糸
細
く
見
ゆ

万
緑
を
水
に
う
つ
せ
り
最
上
川

西
谷

豊
彦

沖
止
め
の
放
送
響
く
祭
り
風

荒
れ
続
き
舟
揚
げ
深
く
冬
構
え

兒
等
の
笑
み
焼
栗
の
香
に
炉
を

満
た
す

紫
陽
花
や
山
門
黒
き
田
舎
寺

古
寺
の
境
内
せ
ま
く
百
日
紅

踊
り
終
え
足
も
て
脚
を
洗
い
け

浜
風
に
這
う
が
如
く
に
尾
花
吹

短

歌

石

戸

美

矢

子

作

る

あ

て

な

き

休

田

に

植

替

え

の

ト

マ

ト

は

熟

れ

て

朝

日

に

光

る

川

岸

キ

ヨ

子

勤

行

の

読

経

に

混

じ

る

遠

蝉

は

夏

も

終

り

と

告

ぐ

る

か

に

鳴

く

台

風

下

一

つ

の

行

事

終

え

た

れ

ば

正

信

の

道

弛

む

こ

と

な

し

大

石

健

次

郎

釣

針

を

深

く

飲

み

刺

し

ウ

ミ

ネ

む
く
ろ

や

あ
り
そ

コ

の

骸

と

な

れ

り

灼

け

し

荒

磯

に津

軽

野

の

小

径

の

陰

の

落

葉

木

に

高

鳴

く

雄

鵙

構

え

み

ま

わ

す

亡

き

母

の

往

き

還

り

た

る

山

畑

の

小

径

に

い

ま

も

水

引

の

花

若

き

よ

り

憧

れ

や

ま

ぬ

鳥

海

山

の

万

年

雪

の

輝

き

遠

し

全 国 珠 算 教 育 連 盟 主 催

検 定 試 験 合 格 者

４ 級 井 上 拓 己

５ 級 内 田 広 勝

田 中 里 佳

宮 川 明 美

能 登 裕美子

６ 級 大 畑 浩 幸

原 子 直 美

フ 級 佐 賀 彩 子

佐々木 信 宏

磯 川 勝 也

犬 石 裕 人

８ 級 石 戸 麻 美

（渋田そろばん教室）



保 健 婦 だ よ り
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∧ …
…
…ｊ糖 尿 病

週 間

（１１月７日～１３日）

糖尿病週間にちなんで

糖尿病に関してわかり

やすく図解しましたの

でごらんください。

中
年
ぶ
と
り
は
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い

五

人

に

一

人

は

糖

尿

病

予

備

軍

糖
尿
病
は
、
す
い
臓
の
病
気

な
ど
で
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
が
欠
乏
し
て

お
こ

る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
遺

伝
的
な
素
質
が
あ
る
七
こ
ろ
へ
、

食

べ
す
ぎ
、
運
動
不
足
、
肥
満
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
要
因
が
加
わ

っ
て
お
こ
り
ま
す
。

こ
の
遺
伝
素
質
の
持
ち
主
は
、

統
計
的
に
は
日
本
人
の
五
人
に

一
人
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

血
糖

値
が

高
く

な

り

放
置
す

る
と
余

病

を
併
発

糖
尿
病
に
な
る
と
、
体
内
で

糖
の
利
用

が
う
ま
く
い
か
な
く

な
っ
て
、
高
血
糖
、
さ
ら
に
や

せ
、
体
力
低
下
な
ど
が
お
こ
り

ま
す
。
も
っ
と
進
む
と
高
脂
血

症
も
出
現
、
と
き
に
は
糖
尿
病

昏
睡
で
危
険
に
お
ち
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
、
高
血
糖
の
た
め

に
毛
細
血
管
や
末
梢
神
経
が
し

だ
い
に
お
か
さ
れ
、
そ
の
結
果

目
や
腎
臓
に
障
害
が
出
や
す
く

な
り
ま
す
。
失
明
の
危
険
を
伴

う
糖
尿
病
性
網
膜
症
や
白
内
障

尿
毒
症
に
つ
な
が
る
糖
尿
病
腎

症
な
ど
で
す
。

糖
尿
病
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

全
身
的
な
多
く
の
余
病
を
併
発

し
や
す
い
や
っ
か
い
な
病
気
で

す
が
、
他
方
、
た
と
え
遺
伝
的

素
質
の
持
ち
主
で
も
、
正
し
い

生
活
習
慣
を
守
れ
ば
、
十
分
に

予
防
で
き
る
病
気
で
す
。
と
く

に
食
事
、
運
動
に
は
十
分
な
気

配
り
を
！

糖
尿
病
と
う
ま
く
つ
き
合
う

食
物
繊
維
は
血
糖
値
が

急
上
昇
す
る
の
を
防
ぐ

食
物
繊
維
の
乏
し
い
消
化
吸

収
の
早
い
食
事
は
、
胃
で
の
滞

留
時
間
が
短
か
く
、
さ
っ
さ
と

腸
に
送
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、

血
糖
を
急
激
に
高
め
、
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
食
物
繊
維
が

た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
る
と
、

胃
か
ら
腸
に
ゆ
っ
く
り
と
少
し

ず
つ
送
り
出
さ
れ
る
の
で
、
血

糖
値
の
急
激
な
上
昇
は
防
げ
る

の
で
す
。



食
べ
す
ぎ
な
い

た
い
し
て
体
を
動
か
し
て

も
い
な
い
の
に
、
消
費
す

る
以
上
の
栄
養
を
と
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
食
べ
す
ぎ
。

腹
八
分
目
が
よ
い
と
い
う
こ

と
は
、
適
正
な
カ
ロ
リ
ー
を
と

る
こ
と
で
す
。
腹
八
分
目
に
食

べ
る
コ
ツ
は
、
よ
く
か
む
こ
と

で
す
。

偏
食
し
な
い
で
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
て
い
る
食
事
（
品
数
が

多
い
）
を
し
て
い
れ
ば
、
甘
い

も
の
を
食
べ
て
も
よ
い
の
で
す
。

ふ
と
ら
な
い

女
性
は
十
七
歳
、
男
性
は
そ

れ
よ
り

Ｉ
～
二
年
遅
れ
た
時
点
、

つ
ま
り
、
身
長
の
伸
び
が
止

ま

っ
た
時
の
体
重
を
、
自
分
の
理

想
体
重
と
考
え
目
標
を
お
き
、

肥
満
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。

歩

く

こ

と

運
動
を
続
け
て
余
分
な
干
不

ル
ギ
ー
を
体
に
貯
め
な
い
こ
と
。

運
動
後
は
血
糖
値
は
下

が
り
ま

す
。毎

日
、
朝
で
も
夕
で
も
サ
ヨ

サ
と
軽
く
汗
ば
む
く
ら
い
の
ス

ピ
ー
ド
で
、
二
～
三
十
分
歩
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

糖

尿

病

を

予

防

す

る

食

生

活

・
脂
肪
や
糖
質
を
大
量
に
含
む

高

子
不
ル
ギ
ー
食
品
の
と
り
過

ぎ
を
避
け
、
肥
満
を
防
止
す
る
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取

は
適
量
を

守

る
。
亘
（
体
的

に
は
二
百

キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
以
下
、
あ
る
い
は

一
日
総
摂
取

手
不
ル
ギ
ー
の

Ｉ

○
％
以
下
と
す
言

・
野
茱
と
く
に
緑
黄
色
野
菜
は

毎
囗
十
分
に
と
る
。

・
一
日
の
う
ち
に
種
類
の
異
な

る
数
多

く
の
食
品
を
と
る
よ
う

心
が
け
る
。
一
回
の
食
事
に
つ

い
て
も
同
様
の
配
慮
を
。

・
食
事
時
間
は
無
理
の
な
い
生

活
リ
ズ
ム
の
中
に
組
み
込
み
、

一
日
の
摂
取
量
は
、
で
き
る
だ

け
各
食
事
に
分
割
す
る
。
一
回

に
大
量
摂
取
す
る
こ
と
は
避
け

糖
尿
病
養
生
訓
は

●
食
べ
す
ぎ
な
い

●
ふ
と
ら
な
い

●
歩
く
こ
とで

す
。



⑤

⑤

①

言

３

そ

の

気

に

な

れ

ば

や

せ

ら

れ

る

＝

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
に
は
？

気
長
に
が
ま
ん
強
く
せ
っ
か
ち
は
禁
物

＝

団

過

激

ダ

イ

エ

ッ

ト

は

つ

ま

づ

き

の

も
と

さ
て
、
や
せ
た
い
人
に
と
っ

て
最
大
の
関
心
事
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
、
一
日
の
食
事
の
量

あ
る
い
は
一
日
の
摂
取

平
不
ル

ギ
ー
を
ど
れ
く
ら
い
に
し
た
ら

よ
い
か

も
ち
ろ
ん
、
お
と
せ
ば
お
と

す
ほ
ど
早
く
や
せ

る
の
は
当
然

で
す
。

実
際
、
肥
満
度
が
五
〇
％
（
身

長
一
六
〇
四
の
人
な
ら
八
一
恥
、

一
七
〇
ｍ

の
人
な
ら
九
四
・
五

㎏
）
を
こ
え
た
り
高
血
圧
、
糖

尿
病
を
は
じ
め
重
い
合
併
症
を

も
っ
た
人
た
ち
、
あ
る
い
は
そ

の
危
険
が
さ
し
せ
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
人
た
ち
に
対
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る
半
飢
餓
療
法
と
い
っ

て
一
日
四
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

か
二
五
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
し
か

与
え
な
い
と
い
う
荒
療
法
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
緊
急
の
必
要
性
が
あ
る
場
合

に
隕
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
二
四

時
間
医
師
の
目
が
と
ど
く
よ
う
、

入
院
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
素
人
が
勝
手
に
そ
ん

な
こ
と
を
し
た
ら
、
ど
う
で
し

大
人
の
場
合
、
一
日
の
基
礎

代
謝
量
（
一
日
中
な
に
も
し
な

い
で
、
じ
っ
と
横
だ
わ
っ
て
い

て
も
、
生
体
を
維
持
す
る
た
め

に
消
費
さ
れ
る
子
不
ル
ギ
ー
量

男
性
で

二

三
〇
〇
～
コ

六

〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
女
性
で

Ｉ
、

〇
〇
〇
～

二

三
〇
〇
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
日
二
五
〇
と
か
四
〇
〇
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
と
い
え
ば
、
そ
の
％

か
鉗
に
し
か
当
た
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
素
人
の
過

・まず主食類は…

肥
満
の
程
度
や
男
女
に
か
か
わ
り
な

く
、
本
気
に
な
っ
て
減
量
を
し
よ
う
と

い
う
場
合
に
は
、
三
度
三
度
の
ご
は
ん

に
つ
い
て
は
一
食
に
つ
き
、
中
く
ら
い

の
茶
わ
ん
に
軽
く
一
杯
（
１
１
０
言

－

が
原
則
。

・他の主食になおすと…

１
日
に
あ
な
た
は
、
ど
の
く
ら
い
食
べ
る
の
か
、
そ
の
物
差
し
に
な
る
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
で

す
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
ど
の
生
活
活
動
が
軽
く
運
動
量
が
少
な
い
成
人
男
性
の
場
合
で
は
、
１

日
に
約
２
０
０
０
ｊ
カ
ロ
リ
ー
、
同
じ
よ
う
に
生
活
活
動
の
軽
い
女
性
で
は
、
１
７
０
０
ｊ
カ

ロ
リ
ー
が
一
つ
の
め
や
す
と
な
り
ま
す
。



激
な
ダ
イ
エ

。
卜
が
い
か
に
危

険
で
あ
る
か
が
わ
か
る
と
思

い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
わ
ざ
わ
ざ
専
門

家
の
手
で
半
飢
餓
療
法
が
行
わ

れ
、
減
量
に
成
功
し
た
場
合
で

も
、
実
際
に
一
年
後
に
し
ら
べ

て
み
る
と
三
〇
～
五
〇
％

の
人

が
、
そ
し
て
、
三
、
四
年
後
に

は
十
人
中
七
～
八
人
ま
で
が
も

と
の
体
重
に
も
ど
っ
て
し
ま
う

の
が
現
実
で
す
。

圜

ご

は

ん

を

半

分

に

へ

ら

す

だ

け

で

も

１２

～
１３

に呀
や
せ

ら

れ

る

私
た
ち
は
い
っ
た
い
一
日
の

摂
取
干
不
ル
ギ
ー
を
ど
の
く
ら

い
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
毎
日
と
っ
て
き
た

総
子
不
ル
ギ
ー
数
を
五
〇
〇
～

六
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度
お

と
す
だ
け
で
よ
い
の
で
す
。

五
〇
〇
～
六
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
と
い
う
と
、
ど
の
程
度
の

量
な
の
で
し
ょ
う
か
。

主
食
で
は
、
中
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
の
茶
わ
ん
に
軽
く

Ｉ
杯
盛

っ
た
ご
は
ん
に
は
約
一
六
〇
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
の
干
不
ル
ギ
ー
が

ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
六
つ
切

り
の
食
パ
ン

ー
枚
と
同
し
で
す
。

一
日
に
つ
き
、
ご
は
ん
な
ら

三
～
四
杯
、
食
パ
ン
な
ら
ご
下

四
枚
分
へ
ら
す
だ
け
で
十
分
な

の
で
す
。
一
日
三
食
、
一
回
に

つ
き
、

ご
は
ん
二
杯
ず
つ
食
べ

て
い
た
人
は
、
一
食
一
杯
で
我

陛
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

い

か

が
で

し

ょ

う

「
ち
ょ
っ
と
お
な
か
が
す
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
程
度

の
こ
と
な
ら
や
っ
て
で
き
な
い

こ
と

は
な
さ
そ
う
だ
」
「
だ
が

果
た
し
て
、
そ
れ
く
ら
い
の
こ

と
で
本
当
に
や
せ
ら
れ
る
か
し

ら
。
」
と
首
を
ひ
ね

る
人

も
少

な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

だ
が
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

実
際
に
、
病
院
の
肥
満
外
来

な
ど
で
、
男
性
の
場
合
に
は

Ｉ

囗
の
摂
取
干
不
ル
ギ
ー
を

Ｉ
、

六
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
、
女

性
の
場
合
に
は
コ

ニ
〇
〇
～

二

三
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に

お
さ
え
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
例
外
な
く
、
月
に
二
㎏
前
後

は
へ
っ
て
行
き
ま
す
。

中
に
は
、
「
私
は
十
二
㎏
も

オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
一
ヵ
月

に
二
～
三
しり
の
テ
ン
ポ
で
は
、

ち
ょ
っ
と
と
い
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、

こ
れ
く
ら
い
の
テ
ン
ポ
が
ち
ょ

う
ど
よ
い
の
で
す
。
は
じ
め
の

う
ち
は
お
腹
が
す
い
て
、
少
し

は
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
一
週
間
か
十
日
も
す
る

と
、
少
な
く
と
も

。
耐
え
が
た

い
”
感
じ
は
な
く
な
っ
て
き
ま

す
。

・ご飯軽く一杯が

基本です

１１

月

の

保

健

事

業

１
日
刑

セ

健
康
相
談
日

２０
日
刑ぐ

場
所

役
場
健
康
相
談
室

受
付
時
間

午
前
九
時
～
十
一
時

８
日
水

長
後
成
人
病
教
室

時
間

午
前
九
時
三
十
分

９
日
米

犬
佐
井
成
人
病
教
室

時
間

午
前
九
時
三
十
分

‘

１７
日
水

古
佐
井
成
人
病
教
室

時
間

午
前
九
時
三
十
分

場
所

古
佐
井
農
業
研
修
セ
ン
タ
ヽ

２０
日
㈲

乳
児

こ
二
歳
児
検
診

対
象

昭
和
六
十
一
年
四
月
～
六
月
生

三
一
歳
児
）

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
～
平
成
元
年
一
月
生

（
乳
児
）

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

時
間

十
二
時
三
十
分

２１
日
㈹

長
後
ふ
れ
あ
い
講
習
会

時
間

午
前
九
時
三
十
分

２４
囗
窗

老
人
健
康
教
室

場
所

古
佐
井
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

時
間

仁
一
サ

食
生
活
養
成
講
座

ぐ
場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

時
間

午
前
十
時

２９
日
水

妊
婦
検
診

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

時
間

午
前
十
時



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
参
加
し
て

東

出

み

や

青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が

九
月
六
日
、
磯
谷
地
区
漁
民
研

修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

県
交
通
安
全
対
策
室
長
、
県

交
母
会
長
、
大
間
警
察
署
長
、

佐
井
村
交
通
安
全
対
策
協
議
ふ
幵

長
、
佐
井
村
長
及
び
下
北
の
八

市
町
村
よ
り
、
毋
の
会
会
員
六

十
名
余
り
が
一
同
に
集
い
、
意

義
の
あ
る
一
日
で
し
た
。

研
修
会
は
、
松
谷
会
長
の
開

会
の
言
葉
で
始
ま
り
、
続
い
て

全
国
連
合
交
母
の
会
会
長
に
就

任
さ
れ
た
間
宮
会
長
か
ら
「
私

た
ち
母
の
会
は
、
交
通
安
全
は

家
庭
か
ら
を
原
点
に
、
地
域
で

は
末
端
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
に

一
人
一
人
が
も
っ
と
真
剣
に
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
來
て
い
ま

す
。
今
日
の
全
体
討
議
は
、
今

問
題
に
な
っ
て
い
る

。若
年
運

転
者
の
交
通
安
全
と
母
の
会
の

役
割
”
と
あ
り
ま
す
が
、
テ
ー

マ
か
ら
は
ず
れ
て
も
結
構
で
す

の
で
遠
慮
の
な
い
発
言
を
期
待

し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

大
間
警
察
署
交
通
係
長
か
ら
、

最
近
の
管
内
の
交
通
事
故
現
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
八
月

現
在
二
十
二
件
発
生
、
昨
年
よ

り
六
件
の
増
。
傷
者
は
三
十
三

名
、
昨
年
度
よ
り
十
三
名
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
原
因
は
、
若
者
に
よ
る

飲
酒
、
暴
走
運
転
と
幼
児
の
飛

び
出
し
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

意
識
不
明
の
重
大
事
故
が
発
生

し
て
お
り
、
憂
慮
さ
れ
る
状
況

に
あ
る
と
強
く
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
自
転
車
に
乗
っ
て
悪
ふ
ざ

け
で
、
あ
わ
や
一
命
と
い
う
事

故
。
こ
れ
ら
は
皆
、
ち
ょ
っ
と

し
た
気
の
ゆ
る
み
か
ら
と
片
付

け
ら
れ
な
い
何
か
が
あ
る
の
で

１１月１日現在

交通事故死ゼ囗

２

，

１９８

１

▲
交
通
事
故
防
止
の
お
願
い
▼

去
る
九
月
二
日
夜
、
大
間
バ

イ
パ
ス
の
カ
ー
ブ
で
、
十
八
歳

の
若
者
が
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
に
よ
り
、
乗
用
車
を
転
倒
。

こ
れ
に
乗
っ
て
い
た
若
い
女
性

二
名
が
意
識
不
明
の
重
体
と
な

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
こ
の
ほ
か
に
も
若
者

の
暴
走
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
重

傷
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
大

変
心
配
さ
れ
る
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
は
、
ほ
と
ん

ど
カ
ー
ブ
で
起
こ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
暴
走
・
飲
酒
運
転
は
絶

対
控
え
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ブ

の
手
前
で
は
十
分
速
度
を
落
と

し
ま
し
ょ
う
Ｏ

十
一
月
一
日
現
在
、
佐
井
村

で
は
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
二
、
一

九
八
日
続
い
て
い
ま
す
。
安
全

運
転
に
心
掛
け
、
次
の
目
標
で

あ
る
二
、
五
〇
〇
日
達
成
に
、

み
ん
な
で
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

佐
井
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

▼女性２名が意識不明となった事故現場

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定

期

巡

回

相
談

所
開

設

日

程

十
一
月
十
六
日
困
口

証

Ξ
ま

む
つ
市
市
民
相
談
室



は
な
い
か
。
家
庭
で
常
日
頃
か

ら
交
通
安
全
へ
の
し
つ
け
が
一

番
で
、
母
親
の
交
通
ル
ー
ル
を

守

る
姿
、
マ
ナ
ー
を
教
え

る
言

葉
こ
そ
が
、
子
ど
も
を
守
る
大

切
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

新
た
め
て
生
み
育
て

る
私
た
ち

母
親
が
、
ど
ん
な
に
大
き
な
カ

ギ
を
持
っ
て
い
る
か
、
考
え

さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

東
奥
日
報
社
む
つ
支
局
長
の

外
崎

さ
ん
か
ら
、
「
ロ
シ
ア
の

こ
と
な
ど
」
と
題
し
て
講
話

が

あ
り
、
私
た
ち
日
本
と
ロ
シ
ア

の
違
い
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
物
品

が
豊
富
の
た
め

使

い
す
て
、
ロ
シ
ア
は
日
本
の

使
い
す
て
を
買
い
、
例
え

ば
自

動
車
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
日
本
か

ら
買

い
、
最
後
ま
で
修
理
を
し

大
事
に
使
っ
て
い
る
。
日
本
は

豊
か
さ
の
上
に
自
動
車
が
あ
る
。

故
に
交
通
地
獄
に
な
っ
て
い
る
。

便
利
な
車
が
凶
器

に
早
替
り
と

な
る
。
車
が
走

る
こ
と
は
、
運

転
す
る
一
人
一
人
の
人
柄
が
、

そ
の
ま
ま
出
る
。
無
意
識
に
（

ン
ド
ル
を
持
つ
手

に
怖

さ
さ
え

感
じ
る
。
交
通
安
全
の
モ
ラ
ル

を
も
っ
と
高
め
、
交
通
ル
ー
ル

の
遒
守
と
マ
ナ
ー
の
尊
重
を
徹

底
さ
せ

る
べ
き
だ
と
結
び
ま
し

た
。全

体
討
議
で
は
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
目
を
覆

い
た
く
な
る
ほ
ど
、
悲
惨
な
若

者
の
事
故
が
多
す
ぎ
る
現
状
か

ら
、
若
年
運
転
者
の
交
通
安
全

と
母
の
会
の
役
割
に
つ
い
て
と

題
し
て
、
活
発

な
意
見
が
交
換

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

脇
野
沢
村
の
方
か
ら
「
村
の
ど

こ
の
だ
れ
そ
れ
が
、
あ
ん
ま
り

良
く
な
い
運
転
を
し
て
こ
ま
る
」

と
い
う
話
を
聞
け
ば
、
一
つ
一

つ
チ
エ

。
ク
し
、
機
会
を
み
て

そ
の
家
を
訪
問
し
、
直
接
会
っ

て
話
し
を
し
て
注
意
し
ま
す
。

会
う
た
び
に
声
を
か
け
て
い
る

と
顔
を
知
っ
て
「
あ
あ
、
今
は

ち
ゃ
ん
と
運
転
し
て
い
る
よ
」

と
笑
っ
て
答
え
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
家
の
人
も
喜
こ

ん
で
く
れ
た
。
こ
れ
は
他
人
か

ら
の
声
か
け
も
大
切
だ
と
い
う

こ
と
の
実
例
で
す
。

む
つ
市
の
方
か
ら
は
、
信
号

待
ち
し
て
い
る
子
ど
も
の
前
を

車

が
来
な
い
か
ら
と
信
号
無
視

の
横
断
を
し
た
人
を
見
た
と
き
、

注
意
し
よ
う
か
ど
う
か
ま
よ
っ

た
。
で
も
こ
ん
な
こ
と
で
は
い

け
な
い
と
思
い
注
意
し
た
。
今

で
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

自
転
車
の
二
人
乗
り
、
無
灯

火
も
そ
の
場
で
注
意
し
、
そ
の

時
だ
け
で
も
直
し
て
く
れ
る
。

そ
の
繰
り
返
し
で
も
、
い
つ
か

身
に
つ
い
て
直
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
。

こ
れ
ら
は
大
変
な
勇
気
と
努

力
が
必
要
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

こ
の
繰
り
返
し
が
、
や
っ
ぱ
り

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
私
た

ち
母
の
会
は
、
こ
れ
か
ら
国
を

担
う
若
者
に
命

の
大
切
さ
と
他

人
へ
の
迷
惑
を
、
も
っ
と
教
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

な
ど
、
活
発
な
意
見

が
出

さ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
母
の

会
の
活
動
に
、
な
お
一
層
の
力

を
入
れ
、
今
日
の
研
修
を
明
日

に
生
か
し
な
が
ら
、
我
が
家
か

ら
悲
惨
な
交
通
事
故
を
出
さ
な

い
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
を
約

束
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

道

路
の

ク
リ

ー
ン

作

戦
牛

滝

地

区

こ
の
ほ
ど
、
み
な
さ
ん
忙
し

い
な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会

員
や
子
供
た
ち
の
協
力
に
よ
り

牛
滝
地
区

の
道
路
の
缶
ひ
ろ
い

と
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

缶
ひ
ろ
い
は
、
山
道
か
ら
村

道
に
か
け
て
、
大
人
十
五
人
と

子
供
三
人
で
の
作
業
で
し
た
。

ひ
ろ
い
集
め
て
み
た
ら
、
け
っ

こ
う
ゴ
ミ
も
あ
る
も
の
で
、
ゴ

ミ
袋
二
十
枚
も
あ
り
ま
し
た
。

草
刈
り
作
業
に
つ
い
て
は
、

ド
ラ
イ

バ
ー
の
八
だ
ち
か
ら
、

カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
草
で

見
通
し
が
悪
い
と
い
う
意
見

が

あ
っ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
会
員

の
み
な
さ
ん
に
声
を
か
け
た
と

こ
ろ
、
二
十
人
か
ら
心
よ
く
協

力
を
い
た
だ
き
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

作
業
後
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み

な
さ
ん
か
ら
「
ご
苦
労
さ
ん
」

と
言
わ
れ
た
と
き
は
気
持
ち
が

良
か
っ
た
で
す
。

事
故
が
起
き
て
か
ら
し
ゃ
な

く
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｏ ０１７７－２３－２３７９

税を知る週間
十
一
月
十
一
日
比
か
ら
十
七

日
窗
ま
で
は
「
税
を
知
る
週
間
」

で
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私

た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た

暮
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
税

金
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
た

め
の
犬
切
な
財
源
で
す
。

税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間
中

広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
税
の

意
義
や
役
割
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
座
談
会
の
開
催
、

税
に
関
す
る
資
料
の
展
示
、
税

務
相
談
な
ど
各
種
の
行
事
を
行

い
ま
す
。

１ ・｜

月

３ ０
日 は

国 民 健 康 保 険 税（３ 期 ）

の 納 期 限 で す
Ｏ

＝納期内納付にご協力ください＝

．戦

傷
病

者

戦
没
者
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

・
次
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
方
は
、
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
障
害

年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
戦
時
中
、
軍
属
（
陸
海
軍
部

内
の
有
給
軍
属
等
）

ま
た
は

準
軍
属
（
被
徴
用
者
、
動
員

学
徒
、
女
子
挺
身
隊
の
隊
員
、

戦
闘
参
加
者
等
）
の
身
分
に

あ
っ
た
方
。

②
公
務
ま
た
は
勤
務
に
関
連
し

て

傷

病

に

か

か

り

、

そ

の

結

果

、

障

害

の

状

態

に

な

っ

た

方

ま

た

は

死

亡

し

た

と

き

の

遺

族

の

方

。

・

ま

だ

請

求

し

て

い

な

い

方

は

、

役

場

民

生

相

談

課

豐
三

八

－

二

一

一

一

ま

た

は

、

青

森

県

障

害

福

祉

課

き

○

一

七

七

（
二

言

Ｉ
一

一

一

に

お

尋

ね

く

だ

さ

い

。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て

・
昭
和
四
十
年
に
創
設
さ
れ
た

制
度
で
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
し
、
国
と
し
て
あ
ら
た
め
て

弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

・
平
成
元
年
度
に
制
度
の
改
正

が
行
わ
れ
、
昭
和
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
元
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
給
し
て

い
た

遺
族
（
戦
没
者
等
の
妻
、
父
母

等
）

が
失
権
し
た
場
合
に
、
残

さ
れ
た
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
と

し
て
額
面
十
八
万
円
、
六
年
償

還
、
無
利
子

の
国
債
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

・
な
お
、
第
四
回
特
別
弔
慰
金

（
額
面
三
十
万
円
、
十
年
償
還
）

の
支
給
の
対
象
と
な
っ
た
遺
族

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
主
と
し
て
次

に
記
載
さ
れ
た
戦
没
者
死
亡
当

時
の
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
序

に
従
っ
て
最
っ
と
も
順
位
が
先

の
人
一
人
で
す
。

匸

平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で

に
弔
慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）

を
受
け
た
人
。

二
、
戦
没
者
の
子
。

三
、
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し

て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
、
養

子
縁
組
に
よ
り
平
成
元
年
四

月
一
日
現
在
、
氏
が
変
わ
っ

て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

四
、
戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な

か
っ
た
か
、
ま
た
は
右
記
三

に
該
当
し
な
か
っ
た
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
。

五
、
右
記
三
及
び
四
以
外
の
三

親
等
内
親
族
（
戦
没
者
死
亡

ま
で
引
き
続
い
て
一
年
以
上

生
計
を
共

に
し
て
い
た
人
に

限
り
ま
す
）

▼
請
求
の
期
限

平
成
四
年
六
月
二
十
七
日

期
限
ま
で
に
請
求
し
ま
せ
ん

と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問

い
合
せ
先
・
受
付

役
場
民
生
相
談
課

昔

三

凸

二
一
一
一

青
森
県
障
害
福
祉
課

昔
○
一
七
七
（
二
二
）
一
一

一
一



こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
税

金
の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

年末調整の仕組み

と手続き
十
二
月
は
、
年
末
調
整
の
月

で
す
。
年
末
調
整
は
、
毎
月
の

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
差
し
引

か
れ
た
所
得
税
と
、
一
年
間
の

給
与
総
額
に
対
す
る
年
税
額
と

の
差
額
を
精
算
す
る
も
の
で
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
確

定
申
告
に
代
わ
る
大
切
な
手
続

き
で
す
。

①
扶
養
親
族
に
移
動
の
あ
っ
た

人
。

②
各
種
保
険
料
の
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
。

③
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ

つヽ
と
す
る
人
。

な
ど
は
、
勤
務
先
に
忘
れ
ず
に

控
除
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

所
得
税
第
二
期
分
の

納
期
は
十
一
月
三
十
日
ま
で

学
校
に
行
く
道
す
が
ら
、
時
間

を
気
に
し
な
が
ら
、
た
き
火
に
あ

た
っ
て
い
る
子
供
た
ち
。
へ
垣
根

の
垣
根
の
ま
が
り
か
ど
…
…
と
歌

い
な
が
ら
、
し
も
や
け
の
于
を
た

き
火
に
か
ざ
し
、
前
が
温
ま
る
と

回
れ
右
を
し
て
背
中
を
温
め
ま
す
。

と
き
に
は
、
落
葉
の
燃
え
る

に
お
い
に
、
た
き
火
の
中
に

入
れ
た
お
芋
の
焼
け
る
に
お

い
が
ま
ざ
っ
た
り
し
て
…
…
。

こ
ん
な
風
情
は
い
つ
の
間

し
か
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
特
に
都
会
で
は
、
た
き

火
を
見
た
こ
と
の
な
い
子
供

が
増
え
て
い
ま
す
。
た
き
火
と
い

う
と
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
キ
ャ
ン

プ

ー
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
連
想
す
る
子

も
多
い
で
し
ょ
う
。

最
近
の
道
路
は
車
の
通
行
が
頻

繁
で
、
し
か
も
舗
装
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
垣
根
の
曲
が
り
角
で
の

落
ち
葉
た
き
は
で
き
な
い
わ
け
で

す
。で

も
、
た
き
火
と
ひ
と
囗
に
い

っ
て
も
、
俳
句
の
季
語
に
は
、
庭

た
き
火
、
山
た
き
火
、
野
た
き
火

磯
た
き
火
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
最
近
は
、
ゴ
ミ
処
理
や
廃
材
処

理
の
た
め
の
た
き
火
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
た
き
火
に
よ
る
火

災
は
意
外
に
多
く
、
全
国
の
総
出

火
件
数
の

Ｉ
〇
・
三
％
（
昭
和
六

十
二
年
度
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

火
災
警
報
や
乾
燥
注
意
報
が
出
て

い
る
時
や
風
の
強
い
時
は
た
き
火

を
し
な
い
、
た
き
火
を
す
る
時
は

水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
を

用
意
す
る
、
な
ど
の
注
意
が

必
要
で
す
。

さ
て
、
十
一
月
九
日
か
ら

十
五
囗
ま
で
の
七
日
間
、
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

従
来
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら

匸

一
九
番
の
日
」
の
十

一
月
九
日
を
初
日
と
し
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
標
語
は
「
お
と
な
り
に

あ
げ
る
安
心

火
の
始
末
」
で
す
。



ふ

す

ま

紙

の

補

修

は
が
き
を
使
っ
て

元
ど
お
り

ふ
す
ま
を
破
れ
た
ま
ま
に
し

て
お
く
の
は
、
見
苦
し
い
も
の

で
す
。
少
し
ぐ
ら
い
の
破
損
で

し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
簡
単
に
直
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。初

め
に
、
ノ
リ
と
い
ら
な
く

な
っ
た
古
い
は
が
き
、
針
と
糸

そ
れ
に
筆
を
用
意
し
ま
す
。
ふ

す
ま
の
紙
は
、
上
張
り
と
下
張

り
の
二
枚
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
破
れ
た
個
所
に
霧
を
軽

く
吹
い
て
湿
ら
せ
、
く
っ
つ
い

て
い
る
上
張
り
と
下
張
り
を
は

が
し
ま
す
。
（
図
一
参
照
）

そ
し
て
、
中
央
に
針
で
糸
を

通
し
た
古
い
は
が
き
を
、
は
が

し
た
上
張
り
と
下
張
り
の
紙
の

間
に
差
し
込
み
ま
す
。
こ
の
と

き
糸
は
、
は
が
き
の
裏
で
結
び

王
を
つ
く
り
、
抜
け
な
い
よ
う

に
と
め
て
お
き
ま
す
。
こ
の
糸

を
引
っ
張
り
な
が
ら
、
は
が
き

の
中
心
が
破
れ
の
中
心
に
い
く

よ
う
に
調
整
し
ま
す
。
は
が
き

の
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、
家
庭
に

あ

る
ノ
リ
を
濃
い
め
に
水
で
溶

か
し
、
筆
を
使
っ
て
は
が
き
全

体
と
上
張
り
の
紙
に
、
た
っ
ぷ

り
塗
り

ま
す
。
（
図
二

参
照
）

こ
の
と
き
上
張
り
の
紙
を
引
っ

張
っ
て
、
ち
ぎ
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
上
張
り
の
紙
を
元
ど
お

り
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、

は
が
き
に
張
り
っ
け
ま
す
。
へ

こ
ま
な
い
よ
う
に
糸
を
引
っ
張

り
、
合
わ
せ
目
に
シ
ワ
が
で
き

な
い
よ
う
に
、
て
い
ね
い
に
な

で
つ
け
る
の
が
上
手
に
仕
上
げ

る
コ
ツ
。
糸
は
、
張
り
終
っ
た

ら
切
り
取
り
ま
す
。

上
張
り
の
紙
が
ち
ぎ
れ
て
し

ま
っ
た
ら
、
き
れ
い
な
千
代
紙

か
ふ
す
ま
紙
な
ど
を
切
っ
て
、

上
か
ら
張
り
つ
け
て
お
く
と
い

い
で
し
ょ
う
。

１１月１５日 七五三

ぬれ手でプラグはやめましよう

（財）東北電気保安協会

満１歳になります

木 下 麻 衣ち４
（又男・士美子）

古佐井

戸 籍の窓ロ・
１０月１６日現在

○ お 誕 生 お め で と う

瓜 田 菜津子（繁 美）古佐＃

Ｏ ご 結 婚 お め で と う

１竹 本 鉄 治（牛 滝）

佐 藤 ゆきえ（青 森 市）

｜伊 藤 直 生（古 佐 井）

西 川 博 美（横 浜 市）

｜内 藤 靖 尚（福 浦）

種 市 信 子（六ヶ所村）

｜川 畑 進（矢 越）

住 山 恵美子（清 瀬 市）

｜荒 岡 拡 光（十和田市）

荒 川 悦 子（大 佐 井）

１田 中 光 洋（福 浦）

人 見 佳 代（大 阪 市）

｜品 田 稔（古 佐 井）

奥 本 好 子（古 佐 井）

○ おく や み 申 し 上 げ ま す

樋 口 吉 市（達也）古佐井

藤 田 ハ ッ（重良）原 田

坂 井 と み（義己）古佐井

９月３０日現在人口（前月比）

男 １，８８９ （ ＋３ ）

女 １，９３４ （ ＋６ ）

計 ３，８２３ （ ＋９ ）

世帯数 ｌｊ２２ （ ＋１ ）
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